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ドクターコースに入学した年、昭和32・33年は国際地球観測年（ I G Y）に当たり国際
-48-
共同観測が行われました。この期間中に米・ソが人工衛星を打ち上げるというので花山天文台












C mシーロスタット（昭和 33年）、 津上製作所60 C m反射望遠鏡（昭和 35年）、 津上製























































































































































以上が年寄りの冷や水というか、 50年余ずっと花山を見続け維持・ 管理 ・発展に努力して
きた天文愛好家の思いです。
原稿を書くに当たって、手元に資料がないため年代や人名に思い違いがあるかもしれません
がご容赦ください。
4.4新太陽館創世期
久保田誇
随分昔のことになって、記憶も定かではなくなったが、思い出すままに書き綴ってみよう。
私が花山天文台（以後 山と稀する）に最初に上がったのは1957年秋のスブートニク騒ぎの
時だ、った。ソ連が人工衛星を初めて打ち上げ、世界中がそのこユースで沸き立っていた頃だ。
宇宙物理学教室（以後 教室と稲する）の第一講座の人がほとんど教室にいなくなり、姿をく
らましたので、同じMC一回生の田中秀暁さんと山にのこのこと出かけた。ちょうど人工衛星
観測が目的のシュミットカメラ（口径40cmサントリー寄付）が未完成ながら山に届いて、皆が
その組立て作業の真っ最中であった（写真をご覧あれ） 。見れば先輩たちが口角泡を飛ばして
奮闘しており（人々はいつも口から動き始める）、日頃観測とは無縁な小暮智ーさん、大崎
徹さんや上杉明さんまで、顔が揃っている。 「エエトコに若い奴が来よった。ヨウ来た。ハヨ手
伝えj。それが山への居つきのきっかけだ、った。
シュミットカメラの鏡筒を架台に載せる作業をしているうちに、木辺成麿さんが補正板を
持って山に現れた。すかして見ると「何やらちょっと霞んでるようやな」 。聞けば研磨の途中
で、最終研磨がすんでいないとのこと。こんなんで本当に写真が撮れるのかいな。
にわか仕立てのシュミットカメラ、間に合いそうな手ごろの赤道儀に取り付けた鏡筒のバラ
ンスは極めて悪く、仕方なくその辺にころがっている鉄のバランスウエイトを針金で適当にく
くりつけたものだから、世にも物凄い格好のシュミットカメラと相成った。これをすべて人力
で動かそうというわけで、われわれの任務は、さしあたりモーターの役である。
宮本先生が夕刻、軌道計算（手回しタイガ一計算機による）が終わって、明朝、明け方に見
える人工衛星の方位と高度の結果を持ってこられた。それではと皆で外にでて、北北西高度2
0度の方向を確認しようとシュミットカメラの場所に行ったところ、なんとその方向は松や雑
木が丈高く繁っているではないか。これは大変、 早速伐れということで、 若人たちは手に手に
鋸を持って、目指す真っ暗な薮の中に飛び込んだ。それらしい木を手探りに大きく揺さぶって
「これですか」と怒鳴る。 「違う、その隣や」と言う調子で、数時間伐りに伐りまくった。ど
うやらその方角の空は開けて、人工衛星の予報位置は観測できるようになったが、夜が明けて
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